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東松島市は政府から
SDGs 未来都市に
県内で初めて選定
されました。
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　　　　▲奥松島運動公園が復旧しました。
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令和元年度
決算

486億3千万円の歳出決算を認定
復興期間終了間近

一般会計歳出額

特別会計歳出総額

358億8,569万8,774円

127億4,969万6,340円

　令和元年度決算では、歳出決算額は前
年度比約７億円減の約４８６億円となり
ました。
　市は、令和元年度を２年間のロングラ
ストスパートの年度と位置づけ、令和２
年度までの復興事業完結に向けて取り組
んでいくとしています。

復興完結までロングラストスパート

Q

A
&

総
括
質
疑

　

9
月
14
日
、
３
常
任
委
員
長
よ
り
、
令
和
元
年
度
決

算
に
つ
い
て
、
市
長
に
質
疑
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

質
疑
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

答　
①
ウ
ェ
ル
ネ
ス
保
育
園
赤
井

の
開
園
に
よ
り
待
機
児
童
は
８
人

に
減
少
し
た
。

②
放
課
後
児
童
保
育
支
援
員
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
・
巡

回
指
導
等
を
行
っ
た
。

　
　
健
康
推
進
、
介
護
予
防
は

答　
①
健
康
診
査
受
診
率
が
向
上

し
た
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
安
全
安
心
に
受
診
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
る
。

②
各
種
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

３
ヶ
所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
を
進
め
る
。

　
　
学
力
向
上
策
に
つ
い
て

答　
教
員
の
指
導
力
・
授
業
力
向

上
を
図
る
た
め
、
講
師
の
招
へ
い

や
、
教
師
塾
を
実
施
し
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
。
学
力
検
査
で
は
若

干
の
学
力
向
上
が
見
ら
れ
た
。

　
　
学
校
情
報
化
推
進
事
業
は

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
な
さ
れ
、

教
員
の
事
務
等
に
効
率
化
が
図
ら

れ
た
。

問問問問

　
　
事
業
成
果
と
現
時
点
で
の
諸

課
題
に
つ
い
て

答　
東
名
新
橋
の
橋
桁
設
置
、
雨

水
排
水
対
策
が
成
果
で
、
被
災
跡

地
の
利
活
用
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
観
光
振
興
の
推
進
は

答　
奥
松
島
公
社
、
宿
泊
施
設
・

飲
食
施
設
等
の
民
間
と
の
連
携
が

重
要
。

　
　
農
業
・
漁
業
の
振
興
に
つ
い

て答　
６
次
産
業
化
お
よ
び
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
は
、
宮
戸
地
区
の

い
ち
じ
く
の
里
へ
の
支
援
を
行
っ

た
。
販
売
力
強
化
に
つ
い
て
は
、

各
種
商
談
会
の
開
催
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
で
堆
積
し
た

稲
わ
ら
お
よ
び
野
蒜
海
岸
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
災
害
ご
み
の
早
期
撤

去
も
行
っ
た
。

　
　
広
域
観
光
連
携
事
業
は

答　
ツ
ー
ル
ド
東
北
の
関
連
事
業
、

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
お
よ
び
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
が
行
わ
れ
た
。

問問問問

　
　
未
曽
有
の
災
害
に
つ
い
て
の

対
応
の
評
価
は

答　
令
和
元
年
度
は
非
常
配
備
が

１
回
の
ほ
か
、
警
戒
配
備
が
３
回

あ
り
、
非
常
配
備
は
台
風
19
号
に

よ
る
も
の
で
、
台
風
接
近
が
予
想

さ
れ
る
２
日
前
か
ら
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
対
応
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
対
策
本
部
を
設

置
し
て
予
防
対
策
の
周
知
徹
底
を

行
っ
た
。

　
　
市
政
情
報
の
周
知
は

答　
最
新
情
報
の
素
早
い
提
供
に

努
め
て
い
る
。

　
　
財
政
状
況
に
つ
い
て

答　
平
成
30
年
度
と
比
較
し
て
主

要
な
財
政
指
標
が
向
上
し
て
お
り
、

健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
る
。

　
　
財
産
の
活
用
に
つ
い
て

答　
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
普
通

財
産
の
貸
付
や
売
却
を
進
め
て
い

く
。

問問問問 総
務
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

熊
谷
　
昌
崇 

委
員
長

   

上
田
　
　
勉 

委
員
長

阿
部
　
と
し
ゑ 

委
員
長

2令和２年11月1日発行



決算審査結果　全会計

８議案を認定
　一般会計ほか７特別会計を財務

常任委員会で審査しました。

　担当課への聞き取りや現地調査

を踏まえ、同委員会は、１７件の

特に留意すべき事業の記録を付し、

９月２５日の本会議において、財

務常任委員長より「認定すべきも

の」との審査報告書を議長へ提出

しました。

令和元年度　一般会計収支状況

歳入（収入）
386億円

歳出（支出）
358億円

市税  38億円  10%

地方消費税交付金
6億円  2%

その他 19億円  5%

繰越金
7 億円  2%

民生費
57億円
16%

衛生費
12億円  3%

農林水産費
11億円   3%

地方交付税
108億円
 28%

国庫支出金
   38億円
    10%

繰入金
 133億円
     34%

総務費
95億円
　26%

土木費
96億円
27%

その他　6億円 2%
災害復旧費
27億円　8%

教育費
23億円  6%

公債費
17億円  5%

県支出金  17億円  4%

市債  13億円  3%
諸収入 7億円  2%

消防費
15億円  4%

※各会計、千万の単位以下四捨五入

会　　計　　別 歳　　入 歳　　出
   一　　般 　　会　　計 38,601,882 35,885,699

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 4,414,778 4,236,811
後 期 高 齢 者 医 療 401,350 386,752
介 護 保 険 3,185,231 3,142,646
農 業 集 落 排 水 事 業 120,258 114,136
漁 業 集 落 排 水 事 業 7,811 5,425

下 水 道 事 業 6,132,290 4,466,467

大 曲 浜 地 区 土 地
区 画 整 理 事 業 500,479 397,460

（ 特 別 会 計 小 計 ） 14,762,197 12,749,697
 合　計（一般会計+特別会計） 53,364,080 48,635,395

■ 令和元年度各会計決算状況 ■ （単位 : 千円） 市の財政状況は？

財政力指数 0.45
数値が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が高い。
平成 30年度は 0.43

財 政 力 は ？

経常収支比率 90.3％
数値が高いほど財政状況が悪い。
平成 30年度は 88.3％

余 力 は ？

好 転

悪 化

実質公債費比率 6.4％
25.0％以上は財政健全化計画を作成しなければなら
ない。
平成 30年度は 6.6％

借入金の負担度は？

好 転

※各会計、百の単位で四捨五入（端数処理の関係で、合計は一致しない）。

財
務
常
任
委
員
会
、
分
科
会
審
査

認定
総
務
分
科
会

財
政
課

庁
舎
事
務
用
機
器
、

消
耗
品
管
理
事
務

　

コ
ピ
ー
機
使
用

回
数
（
カ
ウ
ン
ト

数
）
の
削
減
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

民
生
教
育
分
科
会

子
育
て
支
援
課

保
育
所
管
理
運
営

事
業

　

０
歳
時
か
ら
３

歳
児
の
保
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、

保
育
士
の
柔
軟
な

配
置
お
よ
び
確
保

に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

産
業
建
設
分
科
会

商
工
観
光
課

観
光
関
係
団
体
育

成
事
業

　

観
光
資
源
に
つ

い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

情
報
発
信
を
し
て

い
る
も
の
の
、
さ

ら
に
閲
覧
者
数
を

伸
長
す
る
よ
う
創

意
工
夫
す
べ
き
で

あ
る
。
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大
島
・
小
分
木
地
区
集
会
所

移
転
新
築
工
事
設
計
業
務
に

つ
い
て

　
　
　
　

具
体
的
な
整
備
場

所
と
規
模
は

　
　
　
　

大
島
農
村
公
園
の

敷
地
内
に
整
備
す
る

計
画
で
あ
り
、
木
造
平
屋
建

て
３
５
０
㎡
の
規
模
と
す
る

予
定
。

QA

　

今
回
の
財
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
赤

井
柳
の
目
地
区
の
土
地
を
市
が
購
入
し
、
造
成
し
た
後
、
進
出
予
定

企
業
に
売
却
す
る
と
い
う
事
業
に
係
る
条
例
案
お
よ
び
予
算
案
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
２
つ
の
議
案
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
に
、
担
当
職
員
出
席
の
も
と
、
内
部
審
査
を
行
い
、
そ

の
中
で
、「
事
業
計
画
に
お
け
る
土
地
引
き
渡
し
は
令
和
４
年
９
月

で
あ
り
、
約
２
年
後
と
な
る
が
、
進
出
予
定
企
業
が
他
に
土
地
を
求

め
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
半
年
で
も
早
く
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
土
地
造
成
完
了
後
の
防
災
調
整
池

の
設
置
に
期
間
を
要
す
る
が
、
土
地
引
き
渡
し
に
つ
い
て
は
、
申
出

が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
市
の
土

地
購
入
単
価
が
安
い
の
か
高

い
の
か
分
か
ら
な
い
。」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
不
動
産
鑑
定

で
買
収
単
価
を
決
定
し
て
い

る
。」
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し

た
。

　

９
月
10
日
に
は
、
現
地
調
査

を
行
う
な
ど
、
慎
重
審
査
を
行

い
、「
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
本
事
業
の
執
行
に
あ

た
り
、
土
地
購
入
等
に
要
す
る

経
費
を
土
地
売
却
代
金
等
で

相
殺
す
る
こ
と
で
、
市
の
財
政

負
担
が
無
い
よ
う
事
業
執
行

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

９
月（
第
３
回
）

定
例
会
審
議

（
審
査
）内
容

第
３
回
定
例
会　
補
正
予
算

補
正
予
算
総
額
（
歳
出
）

19
億
２
，
７
０
８
万
８
千
円

の
増
額

　

一
般
会
計
ほ
か
各
種
会
計

の
補
正
予
算
を
本
会
議
で
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

審
議
の
際
の
質
疑
お
よ
び

答
弁
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
審
査

財
務
常
任
委
員
会
付
託
審
査

議
案
第
84
号　
財
産
の
取

得
（
東
松
島
市
学
校
学
習

者
用
端
末
）
に
つ
い
て

議
案
第
94
号　
令
和
２
年
度
柳
の
目
地
区
開
発
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て　
ほ
か
１
件

▲期待される企業誘致

　

本
議
案
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
実
現
に
よ
り
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
活
用
を
す
る
こ
と
で
学

び
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
内
小

中
学
校
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
端

末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
導
入
を
、
１
憶

３
９
５
９
万
円
で
令
和
３
年
１
月
に

導
入
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
、
①
端
末
本
体
の
確
認
、

端
末
を
動
か
す
Ｏ
Ｓ
（
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ

ｅ
Ｏ
ｓ
）
選
定
の
妥
当
性　

②
通
信

端
末
整
備
状
況　

③
整
備
後
の
校
内

外
学
習
で
の
活
用
方
法　

④
端
末
内

で
計
算
を
行
う
装
置
（
Ｃ
Ｐ
Ｕ
）
の

性
能　

⑤
学
習
に
必
要
な
付
属
キ
ッ

ト
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
端
末
導
入
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
学
力
向
上
策
の
第
１
歩
で
あ
り
、

授
業
力
向
上
、
個
別
学
習
、
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
に
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

議
員
間
討
議
に
よ
る
慎
重
審
議
を

行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で
「
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
」
と
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議案番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　 件名と主な内容　※他記事で紹介した議案は省略しています。
諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案第76号 東松島市特別会計条例の一部を改正する条例について
議案第77号 東松島市市税条例等の一部を改正する条例について
議案第78号 東松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第79号 東松島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第80号 東松島市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
議案第81号 東松島市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について
議案第82号 財産の取得（スクールバス）について

9月（第3回）定例会可決議案

▲集約化される小分木地区
集会所

4令和２年11月1日発行



議案第83号 財産の取得（東松島市学校ＩＣＴ教育用備品等一式）について
議案第85号 字の区域を変更することについて
議案第86号 字の区域を変更することについて
議案第87号 字の区域を新たに画することについて
議案第95号 （債）令和 2 年度赤井南小学校防音工事（建築工事）請負契約の締結について
議案第96号 （債）令和 2 年度赤井南小学校防音工事（機械設備工事）請負契約の締結について
議案第97号 財産の取得（災害時避難所用簡易間仕切り）について
議案第98号 令和 2 年度東松島市一般会計補正予算（第 7 号）について

議総発第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案）

第５回臨時会（７月17日）可決議案
議案番号 件名と主な内容　

議案第75号 令和２年度東松島市一般会計補正予算（第５号）について

東
松
島
市
内
道
路
・
河
川
及
び
港
湾
等
の
整
備
・
農
林
水
産
業

等
の
早
期
復
興
完
結
と
今
後
の
振
興
に
関
す
る
要
望
会
　
開
催

【
宮
城
県
へ
の
要
望
事
項
】　

「
東
松
島
市
内
道
路
・
河
川
及
び
港
湾

等
の
整
備
に
関
す
る
要
望
会
」

都
市
計
画
道
路
矢
本
門
脇
線
の
整
備

に
つ
い
て
等
14
項
目

「
農
林
水
産
業
等
の
早
期
復
興
完
結
と

今
後
の
振
興
に
関
す
る
要
望
会
」

農
業
の
担
い
手
確
保
と
経
営
安
定
に

つ
い
て
等
18
項
目

中江川の早期かさ上げに
ついて

矢本門脇線の整備について上沢目治山事業の早期完成について

長浜地区のアサリ漁場再生について
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齋藤　徹 議員

〈第 1 位 齋藤徹 議員〉

〈第 8 位 石森晃寿 議員〉 〈第 9 位 熱海重徳 議員〉 〈第10位 長谷川博 議員〉 〈第11位 小野惠章 議員〉〈第12位 小野幸男 議員〉 〈第13位 佐藤富夫 議員〉

〈第 3 位 土井光正 議員〉 〈第 5 位 滝健一 議員〉〈第 2 位 五ノ井惣一郎 議員〉 〈第 4 位 櫻井政文 議員〉 〈第 6 位 上田勉 議員〉 〈第 7 位 手代木せつ子 議員〉

問答
赤
井
遺
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て

今
年
度
内
に
国
史
跡
に
指
定
の
見
通
し

な
が
ら
双
方
の
円
滑
な
事
業

推
進
に
努
め
て
い
く
。

問　
遺
跡
、
史
跡
を
広
く
認

知
し
て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
た
「

バ
ー
チ
ャ
ル
博
物
館
」
を
開

設
す
る
考
え
は
。

答　
文
化
財
の
活
用
手
法
の

一
つ
と
し
て
、
他
自
治
体
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
遺
跡

や
出
土
し
た
遺
物
の
三
次
元

デ
ー
タ
を
用
い
た
バ
ー
チ
ャ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
し

た
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
と

し
て
、
縄
文
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
遺
跡
関
係
の
情
報
を

追
加
し
、
国
史
跡
指
定
後
は

「
保
存
活
用
計
画
」
を
他
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
策
定

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

バ
ー
チ
ャ
ル
博
物
館
を
利
用

し
た
遺
跡
、
遺
物
等
の
展
示

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

１
件
目

問　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
成

果
と
国
指
定
史
跡
を
目
指
す

た
め
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
文
化
財
講
演
会
は
定
員

を
上
回
る
方
々
に
参
加
い
た

だ
い
た
。
国
指
定
は
、
文
化

庁
か
ら
今
年
度
内
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
。

問　
文
化
財
調
査
と
深
谷
西

地
区
ほ
場
整
備
事
業
と
双
方

の
事
業
へ
の
影
響
は
。

答　
県
で
は
、
ほ
場
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
事
業
を
進
め

つ
つ
、
遺
跡
の
保
持
に
で
き

る
限
り
支
障
を
き
た
さ
な
い

計
画
と
工
法
を
検
討
し
て
お

り
、
文
化
財
調
査
に
要
す
る

費
用
、
対
策
工
事
費
の
縮
減

に
つ
い
て
も
検
討
と
事
業
計

画
書
の
作
成
を
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
県
と
連
携
し

▲国史跡指定後は、ＩＣＴを活用したバーチャル展示を

１．赤井遺跡の発掘調査について
２．教育分野におけるＩＣＴのさらなる活用を目指せ

6令和２年11月1日発行

13議員が 市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関する質問を行ったり、政策提言を行うことなどを言います。
議論の様子は録画中継でもご覧になれます。

議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像



一 般 質 問

五ノ井惣一郎 議員

▲宮戸島海岸の観光客によるごみ放置状況

▲東松島市第２次総合計画計画期間平成 28 年度～平成 37 年

１．第２次総合計画の見直し等について問う
２．防災拠点備蓄基地の維持管理費は県等に要望すべき
３．柳の目地区開発について問う

問

問

答

答

第
２
次
総
合
計
画
を
問
う

観
光
行
政
の
各
課
題
に
対
処
せ
よ

市
職
員
等
が
自
ら
策
定

放
置
ご
み
等
の
発
生
源
も
含
め
検
討

に
よ
っ
て
、
課
題
の
把
握
力
、

課
題
解
決
に
向
け
た
構
想
力
、

計
画
内
容
を
分
か
り
や
す
く

伝
達
す
る
た
め
の
表
現
力
、

さ
ら
に
は
中
長
期
的
な
観
点

か
ら
必
要
な
取
組
を
検
討
す

る
政
策
形
成
力
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
職
員
と
し

て
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ

る
。
各
分
野
に
わ
た
る
職
員

の
知
見
を
最
大
限
生
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
計
画
内
容
に
な

２
件
目

問　
矢
本
パ
ー
キ
ン
グ
に
計

画
の
道
の
駅
整
備
促
進
の
課

題
は
。

答　
具
体
的
な
整
備
に
あ
た

っ
て
の
財
源
確
保
で
あ
り
、

国
土
交
通
省
と
協
議
中
。

問　
宮
戸
島
海
岸
の
観
光
客

に
よ
る
ゴ
ミ
放
置
が
一
向
に

改
善
さ
れ
な
い
。
行
政
は
毅

然
た
る
対
応
を
と
る
べ
き
。

答　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
禁
止

を
今
後
検
討
し
て
い
く
。
不

る
。
今
回
の
策
定
で
は
、
外

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
頼
る

こ
と
な
く
、
職
員
自
ら
の
手

に
よ
り
策
定
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
総
合
計
画
見
直
し
に
係

る
業
務
委
託
料
と
し
て
予
算

計
上
し
て
い
た
約
１
千
万
円

の
削
減
と
な
る
。

問　
見
直
し
等
に
携
わ
る
構

成
員
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
市
長
が
本
部
長
を
務
め
、

副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び
各

部
長
の
「
東
松
島
市
総
合
計

画
策
定
本
部
」
、
両
副
市
長

が
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
務

め
、
各
部
長
・
局
長
・
課
長

等
の
「
幹
事
会
」
、
各
部
課

長
に
よ
る
「
分
科
会
」
な
ど

で
構
成
し
て
い
る
。

　

今
回
の
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
本
市
の
全
職
員

が
参
画
す
る
体
制
と
し
た
中

で
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、

今
後
「
東
松
島
市
総
合
開
発

審
議
会
」
を
開
催
し
、
市
民

の
意
見
反
映
に
努
め
る
。

法
投
棄
の
注
意
喚
起
を
促
す

新
た
な
看
板
設
置
を
早
急
に

行
う
。

３
件
目

問　
未
就
学
児
で
こ
と
ば
を

う
ま
く
話
せ
な
い
児
童
の
こ

と
ば
の
教
室
を
開
設
し
て
は
。

答　
現
在
、
就
学
児
対
応
の

「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
赤
井

小
学
校
で
行
っ
て
い
る
が
、

未
就
学
児
の
利
用
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

く
。

１
件
目

問　
計
画
の
策
定
方
法
は
。

答　
第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
は
、
行

政
推
進
に
携
わ
る
職
員
自
ら

が
計
画
策
定
を
進
め
る
こ
と

１
件
目

問　
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
推
進
は
。

答　
カ
ー
ド
取
得
に
よ
る
利

便
性
は
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
、
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
等
、
今
後
の
利

活
用
や
カ
ー
ド
取
得
推
進
に

向
け
市
報
等
で
周
知
。

問　
市
役
所
庁
舎
と
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
既
存
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
回
線
を
利
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
等
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は
。

答　
感
染
症
対
応
方
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
研
究
し
て
い
く
。

問　
３
密
回
避
の
た
め
電
子

入
札
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　
他
市
で
導
入
さ
れ
て
い

る
が
入
札
業
務
改
善
に
向
け

研
究
し
て
い
く
。

土井　光正 議員

１. コロナ禍を踏まえ、ＩＣＴ化で市民サービスの向上を
　  図れ
２. 観光行政の課題に対処せよ
３. 未就学児童のことばの教室を開設せよ
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▲シティプロモーションによる地域づくりの推進

１．シティプロモーションを積極的に推進せよ
２．新型コロナウイルス感染症拡大による行政課題を問う

問答
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
せ
よ

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
通
じ
て
取
り
組
む

る
た
め
に
、

①
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
に

構
築
す
る
か
。

②
市
民
の
市
へ
の
誇
り
を
ど

の
よ
う
に
し
て
醸
成
し
て
い

く
の
か
。

③
民
間
団
体
と
ど
の
よ
う
に

連
携
を
進
め
て
い
く
か
。

④
担
当
部
署
の
横
の
連
携
、

全
庁
で
の
取
り
組
み
を
ど
う

推
進
す
る
の
か
。

答　
①
定
例
会
見
、
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
で
市
の
特
色
と
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
。

②
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
で
一
体

化
と
市
民
の
誇
り
を
醸
成
す

る
。

③
民
間
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

④
全
庁
的
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
各
種
取
組
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

２
件
目

問　
学
校
休
業
に
よ
り
、
ス

マ
ホ
依
存
が
増
し
た
の
で
は
。

答　
家
庭
や
地
域
で
ス
マ
ホ

ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い
る
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育

費
の
立
替
制
度
の
対
応
は
。

答　
離
婚
相
談
に
真
摯
に
対

応
し
て
い
る
。
立
替
制
度
は

今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

問　
外
出
や
運
動
の
自
粛
に　

よ
る
高
齢
者
の
認
知
症
リ
ス

ク
へ
の
対
応
は
。

答　
専
門
職
と
の
連
携
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問　
庁
内
で
の
デ
ジ
タ
ル
に

精
通
す
る
人
材
の
確
保
は
。

答　
研
修
で
資
質
向
上
す
る
。

　

民
間
人
材
の
登
用
を
検
討

す
る
。

１
件
目

問　
地
域
活
性
へ
の
重
要
な

鍵
を
握
る
と
言
わ
れ
て
い
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（

自
治
体
が
行
う
宣
伝
・
広
報

・
営
業
活
動
）
を
成
功
さ
せ

問答
東
松
島
市
の
人
口
の
維
持
安
定
を
図
れ

安
価
な
宅
地
の
提
供
方
策
を
検
討

社
と
の
連
携
に
よ
る
空
き
家

の
活
用
促
進
に
向
け
た
実
証

事
業
を
行
う
。

問　
若
い
世
代
の
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る
戦
略
の
目
標
達
成
へ
の

考
え
方
は
。

答　
合
計
特
殊
出
生
率
１
・

８
、
１
年
当
た
り
出
生
数
４

０
０
人
の
達
成
を
基
本
的
な

目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
子

育
て
環
境
や
教
育
環
境
の
充

実
に
向
け
、
安
全
で
安
心
で

き
る
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

問　
独
自
の
食
材
の
認
知
普

及
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
か
。

答　
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、

生
産
者
や
関
係
機
関
と
連
携

し
た
地
元
食
材
の
認
知
普
及

を
進
め
、
健
康
的
な
食
生
活

の
実
践
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て

い
く
。

１
件
目

問　
東
松
島
市
へ
の
移
住
、

定
住
の
こ
れ
ま
で
の
状
況
を

踏
ま
え
た
取
り
組
み
は
。

答　
市
街
化
区
域
の
拡
大
と

未
利
用
地
の
活
用
を
進
め
、

若
い
世
代
が
購
入
し
や
す
い

安
価
な
宅
地
の
提
供
方
策
等

を
検
討
し
て
い
く
。

問　
安
定
し
た
雇
用
の
創
出

に
向
け
た
具
体
策
は
。

答　
ひ
び
き
工
業
団
地
と
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
や
も
と
工
業

団
地
は
県
と
連
携
し
企
業
誘

致
を
図
る
。
大
曲
浜
産
業
用

地
の
残
り
５
区
画
と
柳
の
目

北
工
区
に
企
業
誘
致
を
図
り

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
。

問　
空
き
家
、
空
き
店
舗
の

有
効
活
用
支
援
は
。

答　
市
空
き
家
等
対
策
・
利

活
用
計
画
に
沿
っ
た
支
援
を

維
持
し
、
日
本
郵
便
株
式
会

▲住み続けられるまちの実現を

１．市内人口の維持安定を図れ

櫻井　政文 議員

滝　健一 議員

13 議員が市政をただす
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▲牛網堤ため池ハザードマップ

▲屋内退避で準備するものは

１．牛網地区への取り組みを問う
２．本市オリジナル結婚証明書・婚姻届受理証明書の作成
　　を検討せよ

１．原子力防災態勢を万全に
２．文化遺産の情報発信を図れ

問

問

答

答

原
子
力
防
災
態
勢
に
万
全
を
期
せ

牛
網
地
区
へ
の
取
り
組
み
を
問
う

備
蓄
の
充
実
、
訓
練
を
継
続
す
る

関
係
団
体
と
協
議
す
る

事
故
発
生
時
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
衛
星
回
線
含
む
）
に
よ

り
情
報
を
受
け
、
屋
内
退
避

と
と
も
に
地
域
生
産
物
、
飲

食
物
等
へ
の
摂
取
制
限
等
の

指
示
を
す
る
。

問　
市
民
へ
の
広
報
は
。

答　
行
動
基
準
、
備
蓄
等
含

め
広
報
、
啓
発
を
強
化
す
る
。

問　
教
育
委
員
会
の
態
勢
は
。

答　
各
学
校
と
も
市
の
指
示　

に
従
い
、
屋
内
退
避
す
る
。

　

そ
の
後
、
人
員
確
保
、
緊

の
用
水
路
の
日
頃
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
。

答　
有
事
の
際
に
備
え
入
り

口
の
鍵
を
往
還
地
区
自
治
会

等
に
も
預
け
る
か
、
鳴
瀬
土

地
改
良
区
と
協
議
す
る
。

問　
牛
網
保
育
所
脇
を
流
れ

る
蓋
の
無
い
用
排
水
路
に
つ

い
て
は
。

答　
暫
定
的
に
は
立
入
防
止

の
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
は
設
置

し
て
い
る
が
、
鳴
瀬
土
地
改

良
区
と
協
議
し
、
地
元
の
不

急
メ
ー
ル
等
に
よ
る
保
護
者

へ
の
連
絡
、
引
渡
し
を
行
う
。

問　
備
蓄
体
制
は
。

答　
ヨ
ウ
素
剤
は
、
市
が
備

蓄
し
て
お
り
、
服
用
は
指
示

す
る
。
防
護
服
、
マ
ス
ク
等

原
子
力
防
災
用
備
品
な
ど
は
、

補
正
予
算
で
措
置
す
る
。

問　
消
防
団
の
活
動
方
針
は

答　
当
初
は
安
全
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
避
難
行

動
す
る
が
、
そ
の
後
市
の
指

示
に
よ
り
行
動
す
る
。

問　
図
上
訓
練
と
職
員
教
育

は
。

答　
各
種
機
関
、
団
体
等
と

連
携
し
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

行
う
。

　

ま
た
、
全
職
員
へ
の
教
育

を
継
続
す
る
。

２
件
目

問　
文
化
遺
産
の
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、
人
材
確

保
に
努
め
る
べ
き
。

答　
学
芸
員
を
１
名
増
加
し
、

４
名
体
制
と
す
る
こ
と
で
、

情
報
発
信
を
図
る
。

　

ま
た
、
国
、
県
お
よ
び
学

識
経
験
者
の
指
導
を
受
け
、

保
存
計
画
を
策
定
す
る
。

安
解
消
に
努
め
る
。

２
件
目

問　
オ
リ
ジ
ナ
ル
結
婚
証
明

書
、
婚
姻
届
受
理
証
明
書
の

作
成
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答　
本
市
に
婚
姻
届
を
提
出

し
た
方
に
対
し
結
婚
証
明
書

は
無
料
で
贈
呈
し
、
ま
た
婚

姻
届
受
理
証
明
書
は
有
料

（
１
，
４
０
０
円
）、
そ
れ
ぞ

れ
「
い
い
夫
婦
の
日
」
の
本

年
11
月
22
日
か
ら
発
行
で
き

る
よ
う
準
備
す
る
。

手代木せつ子 議員

上田　　勉 議員

１
件
目

　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ
る
本
市

の
初
動
は
屋
内
退
避
が
原
則

で
あ
る
が
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
伺
う
。

問　
市
の
初
動
対
処
は
。

１
件
目

問　
牛
網
堤
た
め
池
（
通
称

牛
網
堰
）
や
芳よ

し

萱が
や

堤
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　
牛
網
地
区
内
の
３
つ
の

集
会
所
へ
の
掲
示
や
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
す

る
な
ど
、
牛
網
地
区
の
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
と
連
携

し
、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
対
応
の
訓
練
等
に
活
用

し
て
い
く
。

　

な
お
、
今
後
、
台
風
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
備
え
、
た
め
池

の
貯
水
位
に
つ
い
て
は
鳴
瀬

土
地
改
良
区
と
協
議
す
る
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
一

時
避
難
場
所
は
牛
網
南
公
園

と
あ
る
が
場
所
の
周
知
は
。

答　
平
岡
地
区
内
に
看
板
を

作
成
し
掲
示
す
る
。

問　
牛
網
太
陽
光
発
電
所
内
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▲新型コロナウイルス感染症拡大で、医療体制が危機

１. 新型コロナウイルス感染症対策について
２. 市道・農道の整備等について

問答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

国
県
等
の
動
向
等
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
６
月
か

ら
は
、
唾
液
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
も
可
能
と
な
り
、
検

体
採
取
に
係
る
感
染
防
御
等

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
内
の
医
療
機
関
で

も
検
査
で
き
る
体
制
が
整
え

ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
発

熱
外
来
の
設
置
は
特
に
必
要

な
い
と
の
県
の
判
断
も
な
さ

れ
て
い
る
。

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

の
有
無
が
同
時
に
判
定
で
き

る
抗
原
検
査
を
市
内
の
医
療

機
関
で
実
施
し
た
場
合
の
支

援
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

か
。

答　
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
・
県

の
動
き
、
県
内
市
町
村
等
の

動
向
等
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
で
医
療

体
制
は
、
逼
迫
し
、
特
に
入

院
設
備
を
持
っ
て
い
る
救
急

医
療
機
関
で
は
、
財
務
状
況

が
悪
化
し
て
い
る
。
追
加
支

援
策
が
必
要
と
思
慮
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　
追
加
支
援
策
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
や
、
国
・
県
の
動

き
、
県
内
市
町
村
の
動
向
等

を
見
な
が
ら
考
え
る
。

１
件
目

問　
発
熱
外
来
は
い
つ
、
ど

こ
に
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答　
発
熱
外
来
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
５
月
26
日
の
ウ
ェ

ブ
会
議
で
村
井
知
事
に
要
望

問答
石
巻
新
庄
道
路
の
計
画
に
つ
い
て
問
う

乗
り
入
れ
箇
所
の
要
望
を
行
う

２
件
目

問　
空
き
家
対
策
に
お
け
る
、

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
や
地
元
工
務
店
組

合
な
ど
と
の
連
携
は
。

答　
平
成
31
年
に
設
置
し
た

「
東
松
島
市
空
き
家
等
対
策

協
議
会
」
に
は
法
律
、
不
動

産
関
係
者
の
ほ
か
、
東
松
島

市
工
務
店
協
同
組
合
理
事
長

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
民
間
事
業
者

と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
図

り
、
連
携
を
進
め
て
い
く
。

問　
観
光
面
に
お
け
る
宿
泊

業
者
と
の
連
携
は
。

答　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

を
紹
介
し
て
お
り
、ま
た「
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
や
「
仙

台
・
宮
城
す
ず
め
の
お
宿
キ

ャ
ン
ぺ
ー
ン
」
事
業
な
ど
宮

城
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
宿

泊
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
本

市
へ
の
誘
客
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

１
件
目

問　
「
石
巻
新
庄
道
路
」
に

つ
い
て
。

答　
本
計
画
路
線
は
仙
台
塩

釜
港
石
巻
港
区
と
酒
田
港
と

の
連
携
が
図
ら
れ
、
地
域
に

産
業
の
活
性
化
や
観
光
振
興

等
に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
輸
送
路
や
避
難
路

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い

て
重
要
、
不
可
欠
な
役
割
と

機
能
を
担
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
最
短
距

離
で
本
計
画
路
線
に
乗
り
入

れ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
本
市
赤
井
字
北
田

地
区
、
石
巻
市
広
渕
柏
一
地

区
周
辺
が
望
ま
し
い
旨
説
明

し
て
い
る
。
引
き
続
き
国
土

交
通
省
に
要
望
し
て
い
く
。

▲提出された要望書

１. 石巻新庄道路について
２. 民間活力の連携について

石森　晃寿 議員

熱海　重徳 議員
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▲さまざまな課題を克服し、早期実現が望まれる。

▲国保、子どもの均等割軽減で子育てしやすい環境を

１. 復興事業、重要事業の見通しは
２. ＧＩＧＡスクールの未来について

１. 国民健康保険における子供の均等割保険税の減免について
２. 新型コロナウイルス感染症への対応について
３. 市営墓地の整備について

問

問

答

答

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を

事
業
課
題
、
そ
の
対
応
策
は

独
自
減
免
は
難
し
い

道
の
駅
整
備
構
想
推
進
チ
ー
ム
で

税
負
担
が
大
き
く
な
り
、
社

会
保
険
と
の
不
公
平
感
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

背
景
か
ら
仙
台
市
、
石
巻
市

で
は
３
割
減
免
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
均
等
割
の
減

免
で
負
担
軽
減
を
図
る
考
え

は
。

答　
子
育
て
支
援
の
た
め
、

市
独
自
に
18
歳
未
満
の
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
で
約
３
千
万

円
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

問　
矢
本
駅
南
北
接
続
橋
の

進
捗
状
況
は
。

答　
復
興
庁
か
ら
駅
周
辺
環

境
等
整
備
構
想
の
策
定
業
務

が
認
め
ら
れ
た
。
国
土
交
通

省
所
管
の
都
市
再
生
整
備
事

業
活
用
の
助
言
を
受
け
、
今

後
復
興
庁
、
国
土
交
通
省
お

よ
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
密
接
に

協
議
を
行
い
、
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
る
。

２
件
目

問　
不
登
校
児
へ
学
び
の
活

る
。
均
等
割
減
免
の
場
合
、

約
９
０
０
万
円
の
負
担
と
試

算
さ
れ
、
医
療
費
助
成
の
方

が
大
き
な
支
援
と
な
る
。

　

国
保
の
均
等
割
は
全
国
一

律
の
仕
組
み
で
あ
り
、
難
し

い
と
考
え
る
。

２
件
目

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
策
で
発
熱
外

来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
体

制
は
ど
の
よ
う
に
。

答　
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
市
内
の
医
療
機
関
で

検
査
で
き
る
体
制
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
石
巻
圏
域
内

の
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
は
、

県
が
医
師
会
の
協
力
を
得
て

10
月
頃
ま
で
に
設
置
で
き
る
。

３
件
目

問　
市
営
墓
地
の
整
備
に
つ

い
て
だ
が
、
独
自
の
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
６
０
０

人
の
回
答
中
70
件
余
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。
市
と
し
て

早
急
に
調
査
を
行
う
べ
き
だ
。

答　
平
成
27
年
度
に
引
き
続

き
、
再
度
11
月
に
２
，
５
０

０
世
帯
を
対
象
に
調
査
を
行

う
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

判
断
す
る
。

用
方
法
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
の
取
り
組
み
の
検
討
を
進

め
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
確
保
、

資
質
も
重
要
だ
が
。

答　
地
方
交
付
税
措
置
で
、

２
人
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

高
い
実
務
能
力
が
求
め
ら
れ

る
の
で
、
県
教
育
委
員
会
に

情
報
提
供
と
支
援
を
お
願
い

し
て
い
る
。

小野　惠章 議員

長谷川　博 議員

１
件
目

問　
国
保
税
の
均
等
割
は
年

齢
や
収
入
に
関
係
な
く
18
歳

未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て
も

一
律
に
定
額
賦
課
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
子
育
て
世
帯
の

１
件
目

問　
復
興
事
業
の
見
通
し
は
。

答　
鳴
瀬
桜
華
小
お
よ
び
野

蒜
地
区
避
難
道
路
事
業
は
、

３
月
完
了
予
定
。

問　
道
の
駅
構
想
の
課
題
、

対
応
策
は
。

答　
今
後
具
体
的
な
整
備
に

必
要
な
財
源
確
保
が
最
大
の

課
題
だ
。
庁
内
の
推
進
チ
ー

ム
で
整
備
手
法
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
関
係
省
庁
、
県

と
財
源
確
保
に
向
け
た
協
議

を
適
宜
進
め
る
。

問　
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ

く
り
の
課
題
と
方
策
は
。

答　
梅
を
中
心
に
、
試
験
栽

培
中
で
、
面
積
拡
大
し
て
の

事
業
が
必
要
、
そ
の
財
源
確

保
が
課
題
だ
。
復
興
交
付
金

事
業
の
位
置
付
け
に
向
け
て

９
月
中
に
宮
城
復
興
局
と
協

議
す
る
。
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▲河口改善の正念場、取り組みに期待する

１. 本市の砂州問題について
２. 環境問題について

問答
本
市
の
砂
州
問
題
に
つ
い
て

必
要
性
を
国
に
対
し
て
訴
え
て
い
く

イ
ル
ス
の
軽
減
対
策
は
。

答　
宮
城
県
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
に
調
査
依
頼
す
る
。

問　
砂
州
を
戻
す
だ
け
の
対

策
以
外
の
考
え
は
。

答　
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

は
河
川
に
関
す
る
法
令
等
に

よ
り
、
困
難
な
こ
と
か
ら
、

砂
州
が
存
在
す
る
こ
と
で
鳴

瀬
川
河
口
の
導
流
堤
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
砂
州

の
必
要
性
を
国
に
訴
え
る
。

問　
東
松
島
漁
業
生
産
組
合

の
移
転
交
渉
は
。

答　
財
源
確
保
が
課
題
で
あ

る
が
、
総
合
的
に
研
究
す
る
。

問　
潜
ケ
浦
周
辺
の
砂
の
堆

積
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

答　
早
急
に
漁
協
と
水
路
管

理
の
宮
城
県
と
協
議
す
る
。

２
件
目　

問　
被
災
元
地
と
市
道
の
除

草
作
業
の
現
状
に
つ
い
て
。

答　
業
者
へ
の
委
託
や
地
域

住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

問　
野
蒜
ケ
丘
の
管
理
に
係

る
地
域
と
の
調
整
に
つ
い
て
。

答　
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

自
治
会
と
調
整
す
る
。

問　
野
蒜
・
宮
戸
地
区
の
海

岸
の
利
活
用
対
策
は
。

答　
改
善
に
向
け
て
宮
城
県

の
協
力
を
得
て
対
応
す
る
。

問　
野
蒜
・
宮
戸
地
区
の
観

光
特
区
指
定
の
進
捗
状
況
は
。

答　
今
後
も
特
区
並
み
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

問　
国
が
地
方
分
散
を
推
進

し
た
際
の
移
住
・
定
住
対
策

は
。

答　
一
層
の
取
り
組
み
を
図

る
。

１
件
目

問　
地
元
漁
業
者
の
提
案
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
今
後
さ
ら
に
国
、
県
と

協
議
を
重
ね
る
。

問　
バ
リ
カ
ン
病
や
ノ
ロ
ウ

問答
復
興
完
結
へ
の
組
織
体
制
を
問
う

新
規
採
用
と
や
る
気
向
上
を
目
指
す

心
構
え
の
意
識
構
成
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
働
き
方
改
革
の
職
場
に

お
け
る
①
改
善
の
進
捗
②
自

己
評
価
は
。

答　
①
時
間
外
勤
務
の
縮
減

目
標
を
設
定
し
、
状
況
を
定

期
的
に
把
握
し
な
が
ら
、
改

善
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

出
退
勤
、
時
間
外
管
理
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
庶
務
担

当
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

②
働
き
方
改
革
の
自
己
評
価

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
良

好
に
進
捗
し
て
い
る
と
思
う
。

２
件
目

問　
高
齢
者
の
保
護
対
策
の

避
難
保
護
計
画
の
策
定
は
。

答　
55
施
設
中
23
施
設
を
策

定
。
市
全
体
系
的
に
考
え
る
。

問　
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策

に
エ
ア
コ
ン
補
助
の
考
え
は
。

答　
来
年
度
に
向
け
考
え
る
。

１
件
目

問　
復
興
か
ら
平
時
へ
自
治

法
派
遣
職
員
も
難
し
い
。
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
は
。

答　
新
規
職
員
、
任
期
付
職

員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を

採
用
す
る
。

問　
事
業
展
開
円
滑
の
た
め

の
創
意
工
夫
は
い
か
に
。

答　
適
材
適
所
に
よ
り
１
人

１
人
の
資
質
向
上
で
最
小
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
。

問　
班
制
か
ら
係
制
に
移
行

し
職
務
遂
行
に
と
ま
ど
い
は

な
か
っ
た
か
。

答　
移
行
す
る
こ
と
で
係
長
、

課
長
補
佐
ポ
ス
ト
が
生
じ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
よ
り
、

さ
ら
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
、
ポ
ス
ト
増
に
よ
り
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

な
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、

職
員
研
修
会
で
役
職
の
役
割
、

▲市は住民へのサービス会社、改善による向上を願う

小野　幸男 議員

佐藤　富夫 議員

１. 復興完結に向けての組織体制を問う
２. 高齢者の保護対策を問う

12令和２年11月1日発行
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

提
言
書
（
２
回
目
）
お
よ
び
提
案
書　

提
出

　

7
月
8
日
（
水
）
お
よ
び
8
月

20
日
（
木
）
に
そ
れ
ぞ
れ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

提
言
書
、
同
感
染
症
に
関
す
る
提

案
書
を
市
長
に
対
し
、
議
長
よ
り

提
出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
お
よ
び
提
案
書
は
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
に
よ
る
市
内

経
済
の
現
状
・
市
へ
の
要
望
事
項

等
の
調
査
結
果
を
も
と
に
同
委
員

会
で
素
案
作
成
し
た
も
の
と
な
り

ま
す
。

　

市
長
へ
の
提
言
書
の
提
出
は
、

今
回
で
2
回
目
。
今
後
も
各
常
任

委
員
会
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
必

要
な
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
７
月
８
日　
提
言
内
容
】

１　
商
品
券
を
迅
速
に
発
行
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

２　
観
光
（
宿
泊
業
お
よ
び
飲
食
業
を

営
む
者
）
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
策

を
講
ず
る
こ
と

【
８
月
20
日　
提
案
内
容
】

１　
市
民
を
対
象
と
し
た
ク
ー
ポ
ン
券

の
発
行
・
配
布

２　

感
染
症
予
防
対
策
実
施
事
業
者

（
飲
食
業
、
宿
泊
業
又
は
道
路
旅

客
運
送
業
等
）
へ
の
支
援

▲市長へ 2 回目の提言

▲商品券発行で消費喚起

議員ＩＣＴ研修会 開催

　コロナ禍で関心が高まっているＧＩＧＡスクール構想への理解を深
めること、議会におけるタブレット導入の検討を目的に議員ＩＣＴ研
修会を開催しました。プログラミング教育の必修化などにより、懸念
される学力の差が生じないよう議会としても注視してまいります。
　また、議会へのタブレットの導入は、他市町村議会の状況や導入経
費などのさまざまな課題について、協議しながら検討いたします。
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東松島市議会懇談会を東松島市商工会青年部と開催
Ｗｉｔｈコロナの時代～今後の観光・商工を考える～

　

８
月
６
日（
木
）に
東
松
島
市
商
工

会
青
年
部
と
市
議
会
広
報
常
任
委
員

会
お
よ
び
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

よ
る
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
の
観
光
振
興
と
既
存
事

業
の
活
性
化
（
コ
ロ
ナ
禍
、
事
業
承
継
、

新
規
創
業
）
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。

グループワーク　テーマ１　観光振興

奥松島の
景観を活用
したＰＲを !

コロナ禍の観光事業を
どうする？ 現　　状

新たな観光の形を ●コロナ禍で他県からの人が来ない。
●矢本地区は航空祭、鳴瀬地区は風

光明媚な景色しかない。
●海で遊べる環境が整ってきている。

● With コロナでの新たなイベントの実施。
（ドライブスルー形式など）

● YouTube やドローンを活用した情報発信。
外国人向けＨＰ等を構築。

●宿泊可能な大規模温浴施設の整備をすべき。
●市全域の観光スポットをつなぐルートやプ

ランを創造すべき。
●マリーンスポーツ、森林浴、市のブランド「青

のまち」の強化を。

「青のまち」を強化

14令和２年11月1日発行



　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

１
時
間
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
若
者
な
ら
で
は

の
意
見
の
発
表
が
あ
り
、

今
後
の
東
松
島
市
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

グループワーク　
テーマ２　既存事業の活性化

（コロナ禍、事業承継、新規創業）

感染防止対策と消費低迷が不安・・・
現　　状支援の拡大を

●支援金の情報について、商工会等か
らの情報をもらえて助かっている。

●公共工事、住宅建築の影響はまだな
いが、今後が心配。

●３密対策の徹底に追われている。
●消費が落ちている。
●飲食関係が厳しい。従業員の安全確

保も不安。

●コロナ禍で営業ができず、新規開拓がで
きない。コロナ対策での新規事業のさら
なる支援がほしい。

●３密対策や飲食業に対する直接的な支援
をお願いしたい。

●市の特産品を取り扱うオンラインショッ
プの開設を検討してほしい。

コロナ対策と
消費拡大する

には？

議
会
懇
談
会
参
加
者

東
松
島
市
議
会

　
石
　
森
　
晃
　
寿
（
広
　
　
　
報
）

　
手
代
木
　
せ
つ
子
（
広
　
　
　
報
）

　
齋
　
藤
　
　
　
徹
（
広
報
・
産
建
）

　
熱
　
海
　
重
　
徳
（
産
　
　
　
建
）

　
小
　
野
　
幸
　
男
（
広
　
　
　
報
）

　
小
　
野
　
惠
　
章
（
広
　
　
　
報
）

　
阿
　
部
　
と
し
ゑ
（
産
　
　
　
建
）

　
阿
　
部
　
勝
　
德
（
広
　
　
　
報
）

　
櫻
　
井
　
政
　
文
（
広
報
・
産
建
）

　
滝
　
　
　
健
　
一
（
産
　
　
　
建
）

　
　
　
※
議
席
番
号
順
に
掲
載

　
　
　
※
（
　
）
内
は
所
属
委
員
会

東
松
島
市
商
工
会
青
年
部

　
吉
　
木
　
瞬
　
輔
　
様

　
三
　
浦
　
章
　
宏
　
様

　
横
　
山
　
秀
　
人
　
様

　
福
　
田
　
敬
　
一
　
様

　
松
　
岡
　
勝
　
久
　
様

　
大
　
橋
　
　
　
諒
　
様

　
千
　
葉
　
大
　
作
　
様

　
星
　
　
　
和
　
樹
　
様

　

議
会
懇
談
会
へ
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
商
工
会
青

年
部
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
世
界
的
に
受
け
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
や
影
響
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
は
、

令
和
元
年
度
の
決
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
で

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
完
結
に
向
け
た
状
況
の

ほ
か
、
人
口
減
少
対
策
等
の

予
算
執
行
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
は
本
市
の

み
な
ら
ず
、
地
域
が
抱
え
る

全
国
的
な
問
題
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
も
よ

う
や
く
東
京
の
一
極
集
中
の

解
消
に
向
け
た
動
き
を
見
せ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
こ
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
住
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
小
野　

幸
男
）
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12月定例会日程（予定）お知らせ
12 月 3 日㈭ 10 時 00 分～本会議（開会、議案審議等）
12 月 7 日㈪ 10 時 00 分～本会議（一般質問）　　　　　　　　　
12 月 8 日㈫ 10 時 00 分～本会議（一般質問）　　　　　　　　
12 月 9 日㈬ 10 時 00 分～本会議（一般質問）                        
12 月 10 日㈭ 10 時 00 分～本会議（一般質問）
12 月 14 日㈪ 10 時 00 分～本会議（議案審議等、閉会）

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

○●議会を傍聴してみませんか●○

議会日程ウェブサイトＱＲコード

議会運営および活動状況
6 月 11 日　総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会
　　12 日　民生教育常任委員会
　　18 日　議員全員協議会、議員全員説明会
　　25 日　産業建設常任委員会
7 月  2 日　会派代表者会議
　　  6 日　広報常任委員会
　　15 日　議会運営委員会
　　17 日　産業建設常任委員会
　　21 日　広報常任委員会、財務常任委員会予算及び決算の審査に備えた予備調査小委員会
　　22 日　総務常任委員会
　　27 日　議会運営委員会
　　30 日　議員研修会
8 月  5 日　産業建設常任委員会
　　  6 日　議会懇談会
　　11 日　広報常任委員会
　　17 日　議会運営委員会
　　28 日　財務常任委員会、広報常任委員会、議会運営委員会、財務運営調整会議
　　31 日　産業建設常任委員会
9 月  1 日　民生教育常任委員会
　　  2 日　総務常任委員会

皆さんの声をお聞かせください
議会目安箱　はじめました

　市役所（矢本・鳴瀬）および各市民センター
に目安箱を設置しました。皆さまからのご
意見やご提案をお待ちしております。

16令和２年11月1日発行


